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　　 ☆開催日：２００４年１１月１日・２日☆開催日：２００４年１１月１日・２日
　　 ☆開催地：東京　☆開催地：東京　
　　 ☆主　催：ＴＩＣＡＤ共催者（日本政府、☆主　催：ＴＩＣＡＤ共催者（日本政府、GCAGCA、、国連、国連、UNDPUNDP、、世銀）世銀）
　　 ☆参加者：アフリカ諸国、アジア諸国、国際機関、アフリカ地域機関、☆参加者：アフリカ諸国、アジア諸国、国際機関、アフリカ地域機関、
　　 　　　　　アジア・アフリカ各国の民間関係者　　　　　アジア・アフリカ各国の民間関係者

　　 また、在京アフリカ外交団、国際機関、アフリカ関係団体等と連携し、また、在京アフリカ外交団、国際機関、アフリカ関係団体等と連携し、
　　 物産展示、投資セミナー等のサイドイベントを実施します。物産展示、投資セミナー等のサイドイベントを実施します。

１．ＴＩＣＡＤプロセスにおける取組み
　☆「アフリカ・アジア・ビジネス・フォーラム」　
　　　アフリカ・アジア地域間のビジネス形成のため、両地域の
　　民間企業同士の商談の場を提供しています。
　　　　第１回（1999年10月）：マレーシア
　　　　第２回（2001年 7月）：南アフリカ
　　　　第３回（2004年 4月）：セネガル
　☆「アジア・アフリカ官民合同フォーラム」（2004年5月：マレーシア）　
　　　アフリカ・アジア双方の政府関係者及びビジネス関係者が出席し、アフリカ
　　開発のための民間セクターの重要性並びに政府の役について幅広い議論が行わ
　　れました。

　ＴＩＣＡＤアジア・アフリカ貿易投資会議は、アフリカの自立的かつ持続可能な
成長の実現に向けて、近年成長が著しいアジア・アフリカ間の貿易投資の現状に着
目し、貿易投資の拡大を通じたアフリカ開発の具体的な方法等について議論を行う
ものです。

①アフリカ・アジア間の貿易・投資の可能性の提示
②民間企業のニーズと、アジアの開発経験に基づき、アフリカの政府機
　関の役割を特定
③アフリカ・アジア間の貿易投資促進に向けた官民ネットワークの形成

「「TICADTICADアジア・アフリカ貿易投資会議」の目的は？アジア・アフリカ貿易投資会議」の目的は？

「モザール・アルミ精錬工場（モザンビーク）」
　　アフリカにおける投資の代表的成功事例。日本からも
　商社や、国際協力銀行（JBIC）、日本貿易保険（NEXI）
　等が参加・協力しています。

「織物工房（ボツワナ・オーディー村）」
　　村の住民による共同出資で運営されており、
　日本の青年海外協力隊員も地場産業育成のため
　の支援を行っています。

貿易・投資の促進／ビジネスチャンスの拡大貿易・投資の促進／ビジネスチャンスの拡大

　アフリカ・アジア間の貿易・投資は
着実に拡大しています。 　
　
例えば、アフリカからアジアへの輸
出額は約１０年前と比べ、２倍以上に
拡大しています。

アフリカとアジアの貿易・投資の現状は？アフリカとアジアの貿易・投資の現状は？

出典：IMF Direction of Trade Statistics
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アフリカからアジアへの輸出額の推移アフリカからアジアへの輸出額の推移
10億US㌦

４．その他にも、投資ミッションの派遣、両地域の商工会議所間のネットワークの
　形成を試みるなど、様々な取り組みを実施しています。

貿易・投資の促進はなぜ必要なのでしょうか？貿易・投資の促進はなぜ必要なのでしょうか？

　

ＤＡＣ諸国の対アフリカ支援実績ＤＡＣ諸国の対アフリカ支援実績

出典：OECD・DAC

　アフリカには、政府開発援助（ＯＤＡ）の額を大幅に上回る民間資金が、貿易や投資の形で流
入しています。
　対アフリカＯＤＡの大幅な拡大が困難な状況の中、アフリカがミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）
を含む様々な開発目標を達成するためには、ＯＤＡと連携し、貿易・投資の一層の促進を通じた
民間セクターの開発を行い、「自立的かつ持続可能な成長」を実現することが重要です。

世界からアフリカへの投資額の推移世界からアフリカへの投資額の推移

出典：UNCTAD FDI Database
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貿易・投資の促進／ビジネスチャンスの拡大貿易・投資の促進／ビジネスチャンスの拡大

「第３回アフリカ・アジア・ビジネス・フォーラム（セネガル）」
　　アフリカ・アジア両地域より多くの企業が参加し、59件・
　約3,600万ﾄﾞﾙの取引が合意に至りました。

３．２００３年４月より、後開発途上国（ＬＤＣ）からの輸入総額の約９３％を無税・
　無枠化しています。

２．貿易・投資促進のためのインフラ整備、人材育成等に対する支援を実施しています。

１．日本政府、ＧＣＡ、国連、ＵＮＤＰ、世銀の共催で開催する
アフリカ開発をテーマとする国際会議です。
２．ＴＩＣＡＤプロセスは、日本の対アフリカ外交の中軸であり、
ＴＩＣＡＤでは、日本政府の主導によりアフリカ
　開発に関する包括的な議論が行われ、国際社会の世論形成に大
　きな役割を果たしています。
３．１９９０年代はじめ、冷戦の終結に伴う援助疲れにより、国　
　際社会のアフリカへの関心が低下し、アフリカは世界から取り
　残されようとしていました。そのような中、日本は１９９３年　
　に第１回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅠ）を開催し、国際社
　会の目を再びアフリカへ向けるきっかけを作り、１９９８年に
　はＴＩＣＡＤⅡ、さらに、ＴＩＣＡＤ１０周年となる
　２００３年にはＴＩＣＡＤⅢを開催
　しました。

　具体的には以下の３点を目的に議論を行います

アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）の概要アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）の概要
（（Tokyo International Conference on African DevelopmentTokyo International Conference on African Development））

貿易・投資促進のための日本のこれまでの取り組みは？貿易・投資促進のための日本のこれまでの取り組みは？



ＴＩＣＡＤプロセスの歩みＴＩＣＡＤプロセスの歩み

◇アフリカ開発に関する「東京宣言」を採択

１９９３年　　第１回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅠ）

＊民間セクターの活動を通じた経済開発の重要性を確認

貿易投資関連貿易投資関連

◇包括的な行動目標である「東京行動計画」を採択
　◆基本原則　○アフリカ諸国の自主性（オーナーシップ）
　　　　　　　○開発パートナーとのパートナーシップ
　◆優先分野　○社会開発（教育、保健・医療、女性の参画等）
　　　　　　　○経済開発（農業、工業、民間セクター支援等）
　　　　　　　○開発の基盤（「良い統治」と「紛争予防と紛争後の開発」）

１９９８年　　第２回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅡ）

貿易投資関連貿易投資関連

＊貧困削減のための経済成長の重要性を確認。セクターごとの行動計画を策定（民間
セクター開発、工業開発、農業開発）。

◇ＴＩＣＡＤプロセスの将来の方向性を提示する「ＴＩＣＡＤ１０周年宣言」を採択
◇アフリカ開発問題の優先事項をまとめた 「ＴＩＣＡＤⅢ議長サマリー」を発出
◇ＮＥＰＡＤ支援のための国際社会の支援の結集とパートナーシップの拡大を図った
◇「平和の定着」、「人間中心の開発」、「経済成長を通じた貧困削減」というアフ
　リカ開発の３本柱を提示
◇アフリカにおける「人間の安全保障」と「南南協力」の重要性を確認

２００３年　　第３回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅢ）

貿易投資関連貿易投資関連

＊「経済成長を通じた貧困削減」の重要性を強調。
　　（インフラ、農業、民間セクター開発の分科会を実施）
＊「アジア・アフリカ貿易投資会議」の開催を発表。

フォローアップフォローアップ
　１９９８年　８月　アジア・アフリカ投資・技術移転センター（ヒッパロス・センター）開設
　１９９９年１０月　第１回アフリカ・アジア・ビジネス・フォーラム（ＡＡＢＦⅠ）（マレーシア）
　２００１年　７月　第２回アフリカ・アジア・ビジネス・フォーラム（ＡＡＢＦⅡ）（南アフリカ）　

フォローアップフォローアップ
　２００４年　４月　第３回アフリカ・アジア・ビジネス・フォーラム（ＡＡＢＦⅢ）（セネガル）
　２００４年　５月　アジア・アフリカ官民合同フォーラム（マレーシア）
　２００４年１１月　ＴＩＣＡＤアジア・アフリカ貿易投資会議（東京）　

アジア・アフリカ官民合同フォーラム ＴＩＣＡＤⅢ

外務省ホームページ( TICAD ) : 日本語 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/ticad/index.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 英　語 http://www.mofa.go.jp/region/africa/ticad3/index.html


